
2016年9月11日（日）
開場12：30　13：00～17：00

東京大学 弥生講堂 一条ホール場　所

参加費 2,600円

・東京メトロ 南北線「東大前」駅下車 徒歩1分
・東京メトロ 千代田線「根津」駅下車 徒歩8分

グローバル
メンタルヘルス
セミナー

主催：特定非営利活動法人 IBREA JAPAN
後援：一般社団法人 地球市民学校  
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3第 回

http://global-mentalhealth-seminar.comHP

グローバルメンタルヘルスセミナー 検索
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第1部

第2部

第2の脳（腸）から始まる体と心の健康

青少年のメンタルヘルスケアと脳教育



3 r d  G l o b a l  M e n t a l  H e a l t h  S e m i n a r

～脳教育を通した大人と子どものメンタルヘルスケア～グローバルメンタルヘルスセミナー

　現代において、日常生活におけるストレスケアは、国や性別、年齢、職業を問わず、あらゆる人々 にとって必要不可欠な

ものとなっています。私どもIBREA JAPANでは、現在、脳と腸との関係に注目し、腸のケアを通して体も心も健康に

なる方法について、各地で指導や普及活動を行っています。

　脳と腸は神経を介してつながっており、それぞれの働きには密接な関係があります。神経伝達物質であるセロトニンや

ドーパミンは「幸せ物質」と呼ばれていますが、自律神経の安定や感情コントロール等に関係しストレスケアに寄与する

セロトニンの約95％、意欲や集中力、学習等に関係するドーパミンの約50％が腸で作られているため、腸の状態が

体だけではなく心の健康にも影響を与えると言われています。

　一昨年、昨年に続き3回目の開催となる本セミナーでは、現在第一線で活躍されている専門家をお招きし、脳と

腸の関係や腸がメンタルヘルスに与える影響、脳教育による青少年のメンタルヘルスケア等について、最新の情報を

お伝えいたします。本セミナーが体と心の健康について改めて考えるきっかけとなり、あわせて子どもたちの可能性を

開くための教育の未来を考える場となることを願っております。

〒462-0825 愛知県名古屋市北区大曽根四丁目16番15号      　http://ibreajapan.org/

特定非営利活動法人IBREA JAPANは、国連経済社会理事会の協議資格機関であるIBREA（国際脳教育協会）の
日本支部として、2007年から社会貢献活動を行っています。IBREA JAPANは、全ての人々が体、心、意識の健康を
成し遂げ、真の良心を回復した平和な社会建設に寄与することを目指しています。

特定非営利活動法人 IBREA JAPAN

HP

第1部 第2の脳（腸）から始まる体と心の健康

特別講演

藤田 紘一郎氏
ふじた　　こういちろう

東京医科歯科大学名誉教授
医学博士

東京大学大学院医学系研究科博士課程修了。
東京大学・テキサス大学で研究後、金沢医科大学
教授、長崎大学教授、東京医科歯科大学教授を
経て、2005年4月より現職。日本寄生虫学会賞、
日本文化振興会社会文化功労賞、国際文化栄誉
賞等を受賞。感染免疫学、寄生虫学の専門家で
あり、カイチュウ博士としても広く知られている。
腸や免疫に関する著書やテレビ出演等多数。

幸せな脳は腸がつくる

第2部 青少年のメンタルヘルスケアと脳教育

東京大学弥生キャンパス 農正門入ってすぐ右
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チケットのお求めはこちら

03-6757-0953
受付時間 9：00～20：00お問合わせ

東京事務局

ibreatokyo3.peatix.com

3第 回

招待講演

オ・チャンヨン氏
韓国 グローバルサイバー大学脳教育融合学部教授
認知科学博士

グローバルサイバー大学感情労働教育事業責任者。成人
のストレスとトラウマの感情マネジメントに関する研究が
専門。現在、韓国労働省、ソウル大学、グローバルサイバー
大学の三者で行われている感情労働者のストレス管理に
関する共同研究のメンバーとしても活躍している。

脳教育プログラムによる感情ストレスケアと
へそヒーリングの効果

招待講演

品川 玲子氏

脳教育を通して青少年に夢と希望を

一般社団法人地球市民学校理事
日本ベンジャミン人間性英才学校校長

お茶の水女子大学大学院博士課程 課程修了後、ニューヨーク
大学大学院にてコミュニティ心理学修士課程を修了。
日本人初のブレイントレーナーとして10年以上の脳教育指導
経験があり、様々なセミナー等の講師として、またテレビ、
雑誌等でも広く心と体と脳の健康について伝えている。

事例発表

青少年スピーチ発表

国連を通した海外への導入事例（エルサルバドル等）

「地球環境」「平和」「脳活用」「人間性回復」という4つの視点から青少年のメンタルヘルスケアについて考え、
日本や世界の教育の未来について、意見をまとめて発表します。

映像

アメリカ（ニューヨーク）の学校への導入事例映像

シン・エリ氏
（IBREA Foundationエグゼクティブディレクター／「Brain World」編集委員）
IBREA USA設立の主要メンバー。現在は国連を通したプロジェクトとして
エルサルバドル、リベリア、コスタリカ等の教育支援活動を推進している。

デイブ・ビール氏 （Power Brain Education ディレクター） 
8年間の脳教育指導実績が認められ、ニューヨーク市内1,800の公立学校
で脳教育採用が決定。国連や州議会等でも積極的に活動を行っている。

しながわ　れいこ

青少年スピーチ発表 「地球環境」「平和」「脳活用」「人間性回復」という4つの視点から青少年のメンタルヘルスケアについて考え、
日本や世界の教育の未来について、意見をまとめて発表します。


